
至
っ
て
い
る
と
つ
く
づ
く
思
っ
て
い
ま
す
。
軍
隊
が
人
間
勉
強

の
場
で
、
人
間
ら
し
い
人
間
に
な
れ
ま
し
た
。
苦
労
が
立
派
な

人
間
を
作
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
今
の
若
い
人
も
親
を
崇
拝
す

る
人
間
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

満
州
の
邦
人
救
出
後
、

無
念
の
強
制
労
働
開
始
　 
　
愛
知
県
　
椎
原
芳
郎
　 

私
が
昭
和
十
八
年
三
月
、
初
年
兵
と
し
て
入
隊
し
た
満
州
第

九
独
立
守
備
隊
歩
兵
第
十
三
大
隊
第
三
中
隊
は
、
満
州
国
西
南

部
の
熱
河
省
省
都
承
徳
市
に
司
令
部
を
置
く
三
個
大
隊
編
成
の

旅
団
規
模
の
部
隊
に
属
し
、
山
海
関
に
端
を
発
す
る
万
里
の
長

城
を
築
い
た
北
支
那
に
接
し
た
地
域
の
防
衛
、
粛
正
作
戦
に
従

事
し
て
い
た
。

当
時
の
関
東
軍
の
中
で
唯
一
の
実
戦
部
隊
で
、
相
手
は
満
州

侵
入
を
狙
う
毛
沢
東
の
共
産
八
路
軍
で
あ
っ
た
。
当
然
部
隊
は

関
東
軍
一
番
の
精
鋭
部
隊
な
り
と
意
気
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
軍

服
の
襟
に
つ
い
た
「
×
」
印
の
マ
ー
ク
は
鉄
路
を
示
す
Ｉ
（
レ
ー

ル
）
を
歩
兵
小
銃
を
交
差
さ
せ
て
守
る
意
味
だ
っ
た
。
こ
の
マ
ー

ク
は
全
満
の
鉄
道
が
無
料
乗
車
で
き
る
切
符
で
も
あ
っ
た
。

熱
河
省
全
域
を
三
個
大
隊
で
守
備
す
る
た
め
十
二
個
中
隊
の

ほ
と
ん
ど
は
禿
げ
山
ば
か
り
の
峨
々
た
る
異
容
な
山
景
の
山
の

中
の
満
人
部
落
の
隣
に
隊
舎
を
設
け
て
い
た
。
平
地
に
あ
る
中

隊
は
あ
る
程
度
の
隊
舎
だ
っ
た
が
、
山
中
の
中
隊
は
臨
時
の
隊

舎
が
多
く
満
人
家
屋
を
改
造
し
て
使
っ
て
い
た
。
転
々
と
移
動

す
る
ら
し
く
私
の
中
隊
で
も
半
年
前
に
こ
こ
興
隆
県
六
揆
子

（
リ
ュ
ー
ポ
ー
ズ
）
に
来
て
一
年
後
に
は
別
の
土
地
に
移
動
し

て
い
た
。
だ
か
ら
戦
友
会
で
地
名
を
言
っ
て
も
知
っ
て
い
る
人

が
少
な
い
状
態
だ
。

大
隊
本
部
は
中
隊
と
は
異
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
心

に
な
る
小
都
市
に
あ
っ
た
か
ら
当
然
在
留
邦
人
が
集
ま
っ
て
い

た
。
警
察
官
は
田
舎
に
駐
在
し
て
い
た
が
単
身
赴
任
が
多
く
、

家
族
は
大
隊
本
部
駐
屯
の
街
に
住
ん
で
い
た
。

昭
和
十
九
年
八
月
、
第
九
独
立
守
備
隊
は
第
一
〇
八
師
団
に

改
編
さ
れ
た
。
三
個
大
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
歩
兵
連
隊
と
な
り
第
十

三
大
隊
は
歩
兵
第
二
四
〇
連
隊
と
な
り
、

第
一
大
隊
は
興
隆
に
、



第
二
大
隊
は
承
徳
に
、
第
三
大
隊
は
青
龍
に
そ
れ
ぞ
れ
本
部
を

置
き
連
隊
本
部
は
承
徳
に
あ
っ
た
。

師
団
司
令
部
も
承
徳
に
あ
っ

た
。昭

和
二
十
年
八
月
十
五
日
を
境
に
満
州
は
天
国
か
ら
地
獄
に

転
落
し
、
各
地
で
在
留
邦
人
の
悲
惨
な
状
況
が
展
開
さ
れ
、
残

留
孤
児
の
問
題
が
五
十
年
過
ぎ
た
現
在
で
も
社
会
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
関
東
軍
が
在
留
邦
人
を
見
捨
て
た
と

し
て
世
の
非
難
を
浴
び
て
い
る
が
、
満
州
西
南
地
区
の
承
徳
方

面
に
は
戦
争
孤
児
は
一
人
も
い
な
い
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。

終
戦
時
、
興
隆
の
在
留
邦
人
は
二
六
七
名
、
兵
員
七
五
〇
名

は
第
一
大
隊
長
・
下
道
少
佐
と
共
に
全
員
北
京
方
面
に
脱
出
を

決
意
、
八
路
軍
の
武
器
引
き
渡
し
要
求
を
拒
否
、
一
週
間
の
徒

歩
行
軍
の
末
、
北
支
軍
と
合
流
に
成
功
、
全
員
無
事
帰
国
し
て

い
る
。
承
徳
の
日
本
婦
女
子
七
百
名
は
第
二
四
〇
連
隊
長
・
中
村
赴

大
佐
の
決
断
に
よ
り
特
命
少
佐
に
任
命
さ
れ
た
憲
兵
曹
長
小
林

多
美
雄
の
必
死
の
対
ソ
交
渉
の
結
果
、
列
車
輸
送
に
よ
り
錦
県

に
脱
出
し
無
事
帰
国
し
て
い
る
。
し
か
し
兵
隊
は
モ
ン
ゴ
ル
に

抑
留
さ
れ
た
。

青
龍
の
在
留
邦
人
三
百
名
、
兵
員
一
千
名
は
第
三
大
隊
長
・

依
田
少
佐
の
指
揮
の
下
、
軍
民
一
体
の
徒
歩
行
軍
に
よ
り
途
中

の
妨
害
を
排
除
し
、
三
五
〇
キ
ロ
を
踏
破
し
て
二
十
五
日
後
に

錦
県
に
到
着
し
た
。
邦
人
は
半
年
後
無
事
帰
国
し
て
い
る
。
兵

隊
は
シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
が
不
法
に
も
ソ
満
国
境
を
突

破
し
満
州
国
に
侵
入
し
た
日
で
あ
る
。
そ
の
日
、
私
は
奉
天
の

関
東
軍
通
信
教
育
隊
で
暗
号
下
士
官
教
育
を
受
け
て
い
た
。
早

朝
、
ソ
連
軍
進
攻
の
報
を
受
け
直
ち
に
教
育
中
止
、
速
や
か
に

各
自
の
原
隊
に
復
帰
す
べ
し
と
命
ぜ
ら
れ
、
一
緒
に
教
育
を
受

け
て
い
た
鎌
田
と
共
に
、
熱
河
省
承
徳
に
あ
る
原
隊
第
一
〇
八

師
団
司
令
部
に
帰
る
べ
く
教
育
隊
を
出
た
。
満
鉄
出
身
の
鎌
田

の
誘
い
で
満
鉄
社
宅
の
知
人
宅
に
一
泊
夕
食
を
馳
走
に
な
っ
た
。

「
明
朝
早
起
き
し
て
防
空
壕
を
掘
っ
て
あ
げ
よ
う
よ
」
と
酒

の
勢
い
で
約
束
し
た
が
、
翌
朝
寝
過
ぎ
て
慌
て
て
駅
へ
駆
け
だ

す
始
末
、
全
く
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
と
五
十
年
た
っ
た
今

も
後
悔
し
て
い
る
。

対
ソ
作
戦
計
画
に
よ
る
と
、
我
が
第
一
〇
八
師
団
は
ゴ
ビ
砂



漠
に
近
い
林
西
に
あ
る
要
塞
陣
地
に
移
り
、
ソ
連
軍
を
迎
え
撃

つ
作
戦
予
定
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
教
育
さ
れ
て
い
た
の
で
、

私
の
原
隊
復
帰
は
当
然
林
西
に
向
か
う
べ
し
と
決
め
て
列
車
に

乗
り
込
ん
だ
。
ま
ず
、
教
育
を
受
け
る
ま
で
い
た
承
徳
の
司
令

部
に
寄
っ
て
自
分
の
小
銃
や
装
具
、
私
物
を
取
っ
て
林
西
に
行

か
ね
ば
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
列
車
は
錦
県
駅
に
着
い
た
。

ふ
と
窓
の
外
を
見
る
と
兵
隊
二
人
が
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
歩

い
て
い
る
。
見
た
こ
と
の
あ
る
顔
だ
な
あ
、
と
よ
く
見
る
と
な

ん
と
自
分
と
同
室
の
暗
号
班
の
天
藤
さ
ん
だ
。
も
う
一
人
は
私

と
同
年
兵
で
暗
号
兵
の
木
村
で
は
な
い
か
。
承
徳
に
い
る
は
ず

の
二
人
が
な
ぜ
錦
県
に
い
る
の
だ
。
早
速
声
を
か
け
る
と
向
こ

う
も
び
っ
く
り
し
て
い
る
。
お
互
い
息
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
事

情
を
確
認
す
る
。
天
藤
が
「
椎
原
、
ど
こ
へ
行
く
ん
だ
」
と
、

「
教
育
中
止
で
奉
天
か
ら
林
西
へ
行
く
途
中
で
す
」「
な
に
林
西

だ
と
、
と
ん
で
も
な
い
早
く
汽
車
か
ら
降
り
ろ
。
司
令
部
は
承

徳
か
ら
錦
県
へ
引
き
揚
げ
て
い
る
ぞ
」
驚
い
て
慌
て
て
下
車
し

た
。ソ
連
軍
の
機
動
部
隊
が
承
徳
目
指
し
て
南
下
中
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
司
令
部
は
軍
命
令
で
錦
県
に
後
退
、
市
中
の
女
学
校
に
移

動
し
て
い
た
。
暗
号
班
は
各
所
か
ら
殺
到
す
る
電
報
の
処
理
に

忙
殺
さ
れ
て
い
る
。
申
告
も
そ
こ
そ
こ
に
早
速
、
暗
号
の
組
み

立
て
、
解
読
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。
前
線
部
隊
か
ら
の
指
示
を

求
む
る
電
報
、
状
況
報
告
、
電
報
の
中
で
胸
の
痛
く
な
る
の
は

蒙
古
方
面
の
国
境
監
視
隊
か
ら
の
救
援
を
求
む
る
電
報
「
○
○

監
視
哨
全
滅
。
○
○
監
視
哨
は
家
族
と
共
に
徹
退
中
な
る
も
敵

の
追
撃
急
な
り
手
配
頼
む
」
で
あ
っ
た
。
一
同
声
を
の
ん
で
無

事
を
祈
る
と
と
も
に
全
滅
し
た
勇
士
に
合
掌
し
た
。

承
徳
に
も
通
信
隊
の
残
留
班
が
残
り
、
山
中
か
ら
承
徳
目
指

し
て
後
退
中
の
連
絡
に
当
た
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
承

徳
の
在
留
邦
人
の
脱
出
が
列
車
で
行
わ
れ
、
鉄
橋
を
渡
っ
た
。

そ
の
都
度
爆
破
し
て
き
た
と
聞
き
、
残
留
班
の
運
命
も
気
遣
わ

れ
た
。
八
月
十
四
日
、
重
要
書
類
の
焼
却
が
命
ぜ
ら
れ
、
女
学
校
の

校
庭
は
書
類
を
焼
く
炎
と
煙
に
覆
わ
れ
、
日
の
丸
の
鉢
巻
き
を

占
め
た
少
女
た
ち
が
モ
ン
ペ
姿
も
か
い
が
い
し
く
忙
し
く
動
き

回
っ
て
い
た
。
十
五
日
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
天
皇
の
声
は
妨

害
電
波
の
た
め
か
ほ
と
ん
ど
聞
き
取
れ
ず
、
時
々
か
ん
高
い
声

が
聞
え
る
が
全
く
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。「
対
ソ
戦
激
励



の
お
言
葉
だ
」
と
の
声
が
多
か
っ
た
。
十
七
日
、
ソ
連
を
迎
え

て
決
戦
す
べ
く
遼
陽
に
向
け
軍
用
列
車
に
乗
り
、
途
中
軍
歌
を

歌
っ
て
意
気
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
十
九
日
に
意
外
に
も
一
戦
も

交
え
る
こ
と
な
く
武
装
解
除
に
な
り
、
茫
然
自
失
だ
っ
た
。

上
司
か
ら
「
椎
原
は
暗
号
書
を
始
末
せ
よ
」
と
命
ぜ
ら
れ
た

が
焼
却
は
不
可
能
だ
、
埋
め
る
し
か
な
い
。
一
冊
だ
け
残
し
た

赤
い
表
紙
の
暗
号
書
を
ソ
軍
軍
使
が
い
る
応
接
室
の
窓
の
下
に

穴
を
掘
っ
て
埋
め
た
。
見
つ
か
っ
た
ら
大
変
だ
と
心
配
だ
っ
た
。

八
月
二
十
二
日
、
雨
の
中
を
丸
腰
の
兵
士
の
列
が
首
を
う
な

だ
れ
て
南
に
行
く
。
奉
天
省
鞍
山
の
街
で
は
、
白
い
エ
プ
ロ
ン

姿
の
在
留
婦
人
た
ち
が
「
兵
隊
さ
ん
頑
張
っ
て
！
」
と
見
送
っ

て
く
れ
た
が
、
製
鉄
所
の
社
宅
に
住
ん
で
い
た
あ
の
人
た
ち
は

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。
後
日
ソ
連
軍
の
暴
虐
ぶ
り
が
知
ら

さ
れ
て
い
る
だ
け
に
安
否
が
案
ぜ
ら
れ
る
。
雨
の
行
軍
の
行
く

先
は
海
城
だ
っ
た
。

赤
煉
瓦
の
二
階
建
て
の
建
物
に
入
る
。
十
八
年
こ
ろ
ま
で
は

豊
橋
の
歩
兵
第
十
八
連
隊
の
兵
舎
だ
っ
た
そ
う
だ
。
連
隊
が
南

方
（
サ
イ
パ
ン
玉
砕
）
へ
転
出
し
た
後
だ
っ
た
。
海
城
に
は
各

地
か
ら
部
隊
が
続
々
と
集
合
し
て
来
た
。
私
は
昭
和
二
十
年
十

一
月
九
日
（
ソ
同
盟
革
命
記
念
日
）
ま
で
こ
こ
に
滞
在
し
た
。

そ
の
間
、
赤
痢
の
た
め
八
月
三
十
日
か
ら
十
月
二
日
ま
で
三
十

四
日
間
、
海
城
陸
軍
病
院
に
入
院
し
た
。
同
年
兵
で
山
県
の
言

に
よ
る
と
、
作
業
隊
出
発
の
た
め
別
れ
に
き
た
が
、
高
熱
の
た

め
意
識
不
明
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
司
令
部
要
員
は
旅
順
大
連
方

面
に
連
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

下
痢
が
激
し
く
、
八
木
さ
ん
が
竹
を
黒
焼
き
し
た
灰
を
飲
ま

せ
て
く
れ
た
そ
う
だ
が
、
入
院
中
の
記
憶
が
全
く
な
い
の
は
高

熱
の
た
め
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
戦
友
の
皆
さ
ん
の
お

陰
で
今
日
の
私
が
あ
る
、
有
り
難
い
こ
と
で
す
。

退
院
が
間
近
に
な
っ
た
こ
ろ
病
院
を
抜
け
出
し
て
近
所
の
満

人
農
家
に
行
き
、
家
の
中
に
上
が
り
込
ん
で
卓
を
囲
み
、
集
ま
っ

た
三
、
四
人
の
中
年
の
人
た
ち
片
言
交
じ
り
で
話
し
込
み
、
白

酒
（
パ
イ
チ
ュ
ー
）
を
御
馳
走
に
な
っ
た
記
憶
が
不
思
議
に
も

残
っ
て
い
る
。
確
か
農
夫
の
名
は
角
さ
ん
、
沈
さ
ん
だ
と
記
憶

し
て
い
る
。
先
日
催
さ
れ
た
戦
友
会
で
こ
の
話
を
し
た
ら
「
よ

く
殺
さ
れ
な
か
っ
た
な
あ
」
と
言
わ
れ
た
。
確
か
に
敗
戦
直
後

の
混
乱
期
に
敗
残
兵
が
戦
勝
国
民
の
家
に
酒
を
よ
ば
れ
に
行
く

な
ん
て
無
用
心
極
ま
り
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。



赤
痢
も
い
つ
し
か
治
り
、
自
然
退
院
の
形
で
赤
煉
瓦
の
兵
舎

に
戻
っ
た
が
見
知
ら
ぬ
兵
隊
ば
か
り
で
、
暗
号
班
の
面
々
の
顔

が
見
え
な
い
。
唯
一
鎌
田
君
が
い
た
。「
皆
の
顔
が
見
え
な
い

が
ど
う
し
た
」
と
聞
く
と
、
作
業
隊
を
編
成
し
て
出
発
し
た
が
、

行
き
先
は
分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
（
大
連
、
旅
順
で
労

働
に
従
事
）

。
司
令
部
要
員
で
は
鎌
田
君
と
猫
田
曹
長
の
姿
だ

け
が
見
え
た
。

そ
の
う
ち
に
十
月
十
七
日
に
な
る
と
、
第
十
二
作
業
隊
が
編

成
さ
れ
そ
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
。
隊
長
は
橋
本
と
い
う
体
の
大

き
い
大
尉
だ
が
年
配
の
人
だ
っ
た
。
各
種
の
兵
科
の
寄
せ
集
め

部
隊
で
民
間
人
も
い
る
よ
う
だ
。
い
つ
出
発
し
て
ど
こ
へ
行
く

の
か
全
く
分
か
ら
な
い
が
、

運
命
は
天
に
任
せ
て
出
発
ま
で
の
、

そ
の
日
暮
ら
し
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
夜
暗
く
な
る
の
を
待
っ

て
酒
好
き
な
連
中
が
自
然
と
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
酒
や
お
菜
を

持
ち
寄
り
、
焚
き
火
を
囲
ん
で
営
庭
に
車
座
と
な
り
連
日
会
食

が
続
い
た
。
燃
料
廠
の
本
坊
曹
長
は
薩
摩
隼
人
ら
し
く
豪
放
な

人
物
。
航
空
燃
料
の
ピ
ン
ク
色
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
一
斗
缶
ご
と

持
参
し
た
。
少
年
飛
行
兵
の
こ
ろ
、
末
伍
長
は
童
顔
の
美
少
年

だ
。
満
鉄
出
身
の
藁
科
伍
長
は
眼
鏡
を
か
け
た
温
厚
な
人
だ
っ

た
。
こ
の
人
た
ち
の
行
方
は
今
だ
に
分
か
ら
な
い
。

私
は
、
班
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
西
沢
（
色
白
ズ
ー
ズ
ー
弁
）

、

立
野
（
ヒ
ゲ
面
）

、
玉
置（
和
歌
山
県
有
田
郡
・
大
工
）

、
伊
波

（
沖
縄
）

、
日
向（
延
岡
市
）

、
上
地（
大
柄
な
男
）

、
高
瀬（
ヒ

ゲ
角
顔
、
短
身
）

、
佐
藤
栄（
病
気
入
院
）

、
増
田（
東
京
）
の

九
名
が
班
員
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
住
所
も
記
録
し
て
い

た
が
帰
国
の
際
、
没
収
さ
れ
た
の
で
不
明
と
な
っ
た
。
こ
の
九

名
は
他
の
部
隊
の
兵
隊
で
初
め
て
会
っ
た
人
た
ち
だ
っ
た
。

海
城
に
は
一
時
約
三
万
人
が
集
合
し
た
そ
う
だ
が
、
千
五
百

人
単
位
の
作
業
隊
が
編
成
さ
れ
、
次
々
と
出
発
し
て
い
っ
た
が

行
く
先
は
不
明
だ
っ
た
。
次
第
に
残
り
少
な
く
な
り
、
夜
の
会

食
の
メ
ン
バ
ー
も
、
い
つ
し
か
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
て
き
た
。

昭
和
二
十
年
の
十
一
月
九
日
、
ソ
連
の
革
命
記
念
日
を
祝
う

色
と
り
ど
り
の
布
で
飾
ら
れ
た
門
を
く
ぐ
っ
て
出
発
し
た
。
北

進
を
続
け
る
列
車
が
途
中
停
車
す
る
。
有
蓋
貨
車
の
扉
が
警
乗

兵
の
手
で
開
け
ら
れ
る
と
用
便
の
た
め
飛
び
降
り
る
。
再
び
扉

が
閉
め
ら
れ
発
車
す
る
。

突
然
、
屋
根
の
上
で
銃
声
が
連
続
す
る
。
在
満
兵
が
脱
走
し

た
の
だ
。
満
州
在
住
の
民
間
人
の
中
に
、
脱
走
し
た
日
本
兵
の



補
充
の
た
め
に
騙
さ
れ
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
人
が
い
た
。
そ
の

人
は
隣
組
の
集
ま
り
に
下
駄
履
き
で
来
た
ら
、

ソ
連
兵
に
捕
ま
っ

て
家
族
と
の
連
絡
も
取
れ
ぬ
ま
ま
、
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
た
の
だ

か
ら
逃
げ
た
く
な
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
死
を
覚
悟
し
て
の
脱

走
だ
。
銃
声
は
止
ん
だ
。
無
事
成
功
す
る
こ
と
を
祈
っ
た
。

満
洲
里
駅
に
着
い
た
。
こ
こ
は
国
境
だ
。
物
凄
い
数
の
家
畜

の
大
群
に
驚
く
。
牛
、
馬
、
羊
、
山
羊
、
の
群
れ
が
見
渡
す
限

り
続
い
て
い
る
。
よ
く
も
集
め
た
も
の
だ
。
目
を
転
ず
る
と
野

積
み
さ
れ
た
高
梁
、
米
、
大
豆
な
ど
の
食
糧
の
山
だ
。
独
ソ
戦

で
疲
弊
し
た
ソ
連
は
火
事
泥
的
な
戦
利
品
を
満
州
か
ら
持
ち
去

ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。
鞍
山
の
製
鉄
所
を
解
体
し
て
ネ
ジ
一

本
ま
で
持
ち
去
っ
た
そ
う
だ
が
事
実
だ
と
思
う
。

海
城
を
出
発
し
て
か
ら
十
六
日
目
の
十
一
月
二
十
五
日
（
帰

国
直
後
の
メ
モ
に
よ
る
）
の
深
夜
、
下
車
。
着
い
た
所
は
チ
タ

市
近
郊
の
チ
ェ
リ
ノ
フ
ス
カ
ヤ
と
い
う
炭
坑
の
街
だ
っ
た
。
隊

列
を
整
え
て
歩
き
出
し
た
。
闇
夜
の
行
進
だ
。
両
側
に
正
体
不

明
の
黒
い
壁
が
続
い
て
い
る
。
何
か
？
よ
く
よ
く
見
透
か
す
と

人
間
だ
。
無
言
の
ま
ま
住
民
が
両
側
に
並
ん
で
い
る
の
だ
。
実

に
無
気
味
だ
。
掠
奪
を
狙
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
果
た
し
て

「
糧
秣
車
が
や
ら
れ
た
」
と
後
方
か
ら
悲
鳴
が
上
が
っ
た
。
予

想
さ
れ
る
こ
れ
か
ら
の
飢
餓
を
思
っ
て
前
途
に
暗
雲
が
垂
れ
込

め
た
。
翌
朝
、
目
が
覚
め
る
と
立
野
が
「
こ
れ
が
上
が
り
ま
し
た
」

と
差
し
出
す
飯
盒
の
蓋
一
杯
に
黄
色
の
バ
タ
ー
よ
う
の
も
の
が

入
っ
て
い
る
。「
何
だ
こ
れ
は
」

と
つ
ま
ん
で
見
た
ら
卵
黄
だ
っ

た
が
在
ソ
中
、
再
び
こ
れ
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
正
月
に

は
米
飯
が
出
た
が
通
常
は
高
梁
飯
だ
っ
た
。
そ
れ
も
永
続
き
せ

ず
、

満
州
か
ら
持
参
し
た
も
の
が
尽
き
る
と
ソ
連
給
与
に
な
り
、

黒
パ
ン
一
片
と
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
五
十
粒
く
ら
い
が
入
っ
た
だ
け

の
塩
水
ス
ー
プ
に
変
わ
っ
た
。
下
痢
が
続
い
て
栄
養
失
調
症
に

な
り
、
死
者
が
続
出
す
る
と
い
う
抑
留
地
獄
の
序
曲
が
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。「
働
か
ざ
る
も
の
は
食
う
べ
か
ら
ず
」
が
原
則

の
共
産
社
会
で
は
労
働
が
鉄
則
で
あ
っ
た
。

敗
戦
、
抑
留
と
い
う
激
変
に
対
応
す
る
暇
も
な
く
、
昭
和
二

十
一
年
一
月
末
に
は
炭
坑
作
業
二
十
四
時
間
三
交
代
の
強
制
重

労
働
が
開
始
さ
れ
た
。
足
尾
銅
山
の
町
に
生
ま
れ
た
私
は
坑
内

に
慣
れ
て
い
た
か
ら
平
気
だ
っ
た
が
、
大
半
の
兵
隊
は
初
体
験

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
暗
い
坑
内
に
入
る
心
理
的
圧
迫
は
想
像



を
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
炭
塵
が
浮
遊
し
て
天

井
の
杭
木
に
吊
さ
れ
た
裸
電
球
の
光
が
ボ
ー
ッ
と
か
す
ん
で
見

え
る
。
疲
れ
て
蒼
白
い
顔
を
し
た
日
本
兵
の
汚
れ
た
軍
服
が
浮

か
び
上
が
る
。
く
ね
く
ね
と
曲
が
っ
た
ト
ロ
ッ
コ
レ
ー
ル
は
石

炭
を
満
載
し
た
炭
車
を
意
地
悪
く
脱
線
さ
せ
る
。
「
ザ
ブ
リ
ュ
ー

だ
！
」
だ
れ
か
が
叫
ぶ
と
近
く
で
働
い
て
い
る
兵
隊
が
炭
車
に

し
が
み
つ
く
形
で
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
。「
セ
ー
ノ
・
ヨ
イ

シ
ョ
、
セ
ー
ノ
・
ウ
ー
ン
」
と
繰
り
返
す
が
一
向
に
持
ち
上
が

ら
な
い
。
小
さ
な
黒
パ
ン
一
片
と
塩
水
だ
け
の
ス
ー
プ
が
一
日

の
食
料
で
は
、
と
て
も
力
が
出
な
い
の
で
あ
る
。
収
容
所
か
ら

作
業
す
る
場
所
ま
で
歩
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
な
の
で
あ
る
。

初
め
て
炭
坑
に
入
れ
ら
れ
た
昭
和
二
十
一
年
の
一
月
ご
ろ
は
、

五
人
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
楽
々
と
上
が
っ
た
炭
車
が
一
年
後
に

は
、
と
て
も
で
き
な
い
厄
介
物
に
な
っ
た
よ
う
に
体
力
の
減
退

は
目
を
覆
う
ば
か
り
で
あ
る
。
レ
ー
ル
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
が
悪
い

の
だ
か
ら
修
理
す
れ
ば
よ
い
も
の
を
一
向
に
直
す
気
配
は
な
く
、

た
び
た
び
口
汚
く
「
ヨ
ッ
ポ
イ
ブ
ロ
ー
」
と
の
の
し
る
ロ
シ
ア

人
の
監
督
で
あ
る
。

炭
車
が
脱
線
す
る
と
、
坑
外
の
引
込
線
に
待
機
し
て
い
る
無

蓋
貨
車
は
な
か
な
か
満
載
に
な
ら
な
い
か
ら
貨
物
列
車
は
発
車

で
き
な
い
。
当
然
、
監
督
の
ノ
ル
マ
は
達
成
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
仕
方
な
く
監
督
自
ら
が
炭
車
の
持
ち
上
げ
に
協
力
し
て
脱

線
は
回
復
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
監
督
不
在
の
と
き
は
女
性
労
働
者
が
登
場
す
る
。
独

ソ
戦
で
男
性
不
足
の
シ
ベ
リ
ア
で
は
女
性
が
炭
坑
に
入
っ
て
石

炭
生
産
に
寄
与
し
て
い
る
の
だ
。

ロ
シ
ア
女
性
と
い
え
ば
我
々
の
イ
メ
ー
ジ
は
ハ
ル
ビ
ン
地
区

に
住
む
白
系
女
性
で
あ
り
美
人
で
ス
タ
イ
ル
抜
群
で
あ
る
。
炭

坑
に
い
る
ロ
シ
ア
女
性
は
全
く
逆
の
ス
タ
イ
ル
で
表
現
は
正
に

牝
牛
が
適
切
で
あ
る
。
四
斗
樽
に
手
足
を
く
っ
つ
け
た
よ
う
な

太
い
腰
部
、
長
靴
を
は
い
た
白
く
て
太
い
素
足
と
太
い
腕
。

や
せ
て
ふ
ら
ふ
ら
の
我
々
を
見
て
ら
れ
な
い
と
で
も
言
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
何
や
ら
喚
い
て
、
炭
車
に
群
が
る
我
々
を
ど

け
る
と
背
中
を
炭
車
に
く
っ
つ
け
て
手
を
炭
車
の
下
に
か
け
る

と
「
セ
ー
ノ
・
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
掛
け
声
か
け
て
石
炭
が
山
盛
り

に
な
っ
た
炭
車
を
た
っ
た
一
人
で
、
い
と
も
簡
単
に
持
ち
上
げ

て
脱
線
を
直
し
て
し
ま
っ
た
。
周
り
で
見
て
い
た
我
々
が
「
ハ

ラ
シ
ョ
」
と
手
を
叩
く
と
、
彼
女
は
得
意
げ
に
ウ
ィ
ン
ク
し
て



去
っ
て
い
っ
た
。

炭
車
の
脱
線
直
し
は
我
々
の
体
力
を
大
い
に
消
耗
さ
せ
た
。

飢
え
と
寒
さ
で
衰
え
た
体
力
を
加
速
度
的
に
さ
ら
に
衰
え
さ
せ

た
の
は
炭
坑
労
働
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
正
に
こ
の
脱
線

直
し
だ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
に
住
む
ロ
シ
ア
人
の
ほ
と
ん
ど
が
土
着
人
で
な
く
、

東
部
か
ら
移
住
し
て
来
た
人
で
あ
る
こ
と
が
次
第
に
分
か
っ
て

き
た
。
移
住
と
い
っ
て
も
自
分
の
意
志
で
な
く
、
強
制
的
に
移

住
流
刑
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
独
ソ
戦
に
参
加

し
た
兵
士
で
も
独
軍
に
捕
虜
と
な
り
、
後
日
、
ソ
連
軍
に
解
放

さ
れ
た
者
は
す
べ
て
犯
罪
者
扱
い
と
さ
れ
、
西
部
シ
ベ
リ
ア
に

送
ら
れ
強
制
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東

欧
諸
国
の
市
民
も
独
軍
に
占
領
さ
れ
た
地
域
の
住
民
は
同
様
の

処
罰
が
加
え
ら
れ
、

遠
い
シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

入
ソ
当
時
現
地
人
を
う
ら
や
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
実
情
が

分
か
る
に
つ
れ
故
郷
に
帰
る
当
て
の
な
い
彼
ら
の
運
命
こ
そ
哀

れ
で
あ
っ
た
。

炭
坑
で
一
緒
に
働
い
て
い
る
現
地
人
と
話
し
て
い
る
う
ち
に
、

実
に
多
種
の
民
族
が
流
刑
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
、
聞
い
た

こ
と
の
な
い
民
族
の
名
を
知
ら
さ
れ
驚
い
た
次
第
で
あ
る
（
六

十
四
の
人
種
が
ソ
連
を
構
成
し
て
い
る
）

。
ス
タ
ー
リ
ン
を
ど

う
思
う
か
と
質
問
す
る
と
急
に
真
顔
に
な
り
周
囲
を
見
回
し
他

の
人
が
い
な
い
の
を
確
か
め
て
か
ら
、
声
を
ひ
そ
め
て
「
ニ
ェ

ハ
ラ
シ
ョ
」
と
指
を
「
×
」
印
に
交
差
し
て
囁
い
て
い
た
。
家

族
ぐ
る
み
で
流
刑
さ
れ
、
息
子
と
共
に
入
坑
し
て
い
る
ア
ル
メ

ニ
ア
人
親
子
は
坑
内
の
鍛
冶
屋
と
か
言
っ
て
い
た
。
坑
外
で
廃

石
の
処
理
係
の
肥
満
体
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
は
運
搬
車
を
誤
っ
て

捨
て
場
に
落
と
し
「
困
っ
た
、
困
っ
た
」
を
連
発
し
て
い
た
。

私
は
在
ソ
二
年
間
で
帰
国
し
た
が
、
彼
ら
が
あ
れ
か
ら
ど
う

な
っ
た
か
知
る
す
べ
も
な
い
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
恐
怖
政
治
の

シ
ン
ボ
ル
は
正
に
シ
ベ
リ
ア
流
刑
で
あ
ろ
う
。
私
が
い
た
チ
タ

市
近
郊
の
チ
ェ
リ
ノ
フ
ス
カ
ヤ
は
炭
坑
の
街
で
住
民
の
す
べ
て

が
流
刑
者
で
あ
る
。

炭
坑
は
地
表
か
ら
極
浅
い
炭
層
を
掘
り
尽
く
す
と
廃
坑
に
し

て
次
の
炭
層
を
掘
り
始
め
る
始
末
。
従
っ
て
坑
内
の
安
全
対
策

は
極
め
て
劣
悪
で
あ
っ
た
。
採
炭
現
場
に
至
る
途
中
の
坑
道
は

天
井
が
沈
下
し
て
高
さ
五
〇
セ
ン
チ
し
か
な
い
。
こ
れ
以
上
沈

下
し
た
ら
奥
で
作
業
し
て
い
る
者
の
脱
出
路
は
な
い
。
生
き
埋



め
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
流
刑
地
で
生
き
埋
め
事
故
が
あ
っ
て
も

モ
ス
モ
ク
ワ
ま
で
知
ら
さ
れ
る
こ
と
は
恐
ら
く
な
い
で
あ
ろ
う

と
思
う
と
足
が
す
く
む
。

採
掘
の
先
端
は
掘
り
進
む
そ
ば
か
ら
天
井
の
補
強
を
し
て
い

く
の
だ
か
ら
そ
の
用
材
の
丸
太
を
運
び
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
丸
太
運
搬
が
日
本
兵
の
仕
事
に
な
る
。
直
径
三
十
セ

ン
チ
く
ら
い
の
丸
太
を
奥
へ
運
び
込
む
と
き
は
、
わ
ず
か
に
残

さ
れ
た
空
間
を
ど
う
し
て
通
過
す
る
か
が
問
題
だ
っ
た
。

ま
ず
、

無
事
通
過
し
て
奥
へ
行
け
た
と
し
て
も
果
た
し
て
帰
っ
て
く
る

ま
で
に
こ
の
空
間
が
原
形
を
保
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

匍
匐
（
ほ
ふ
く
）
前
進
の
形
で
二
人
で
背
中
に
丸
太
を
乗
せ
、

掛
け
声
を
合
わ
せ
な
が
ら
這
っ
て
進
ん
だ
。
丸
太
を
現
場
に
届

け
急
い
で
帰
り
、
狭
い
穴
を
潜
り
抜
け
て
や
っ
と
、
ホ
ッ
と
し

た
も
の
だ
っ
た
。

掘
っ
た
石
炭
は
コ
ン
ベ
ア
に
乗
せ
ら
れ
ト
ロ
ッ
コ
線
路
ま
で

運
ば
れ
る
。
こ
こ
の
炭
坑
の
コ
ン
ベ
ア
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で

は
な
く
平
底
の
舟
形
鉄
板
の
連
続
で
、
前
後
の
振
動
で
石
炭
が

鉄
板
の
上
を
ズ
リ
動
い
て
前
に
進
む
珍
し
く
原
始
的
な
形
式
だ
。

だ
か
ら
騒
音
も
激
し
い
。
炭
車
に
積
み
込
む
道
具
は
ス
コ
ッ
プ

だ
が
、
四
十
セ
ン
チ
角
の
大
き
さ
で
、
手
で
握
る
部
分
は
日
本

人
の
掌
で
は
握
り
切
れ
な
い
太
さ
で
、
途
中
で
曲
が
っ
て
い
る

奇
妙
な
も
の
で
あ
る
が
、
石
炭
を
掬
っ
て
炭
車
に
投
げ
入
れ
る

作
業
に
は
ま
こ
と
に
都
合
の
よ
い
作
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

実
際
に
作
業
し
て
み
て
初
め
て
理
解
で
き
た
。
曲
が
っ
て
い
る

部
分
が
膝
の
上
に
当
た
っ
て
梃
の
応
用
に
な
る
の
で
あ
る
。

満
載
さ
れ
た
炭
車
は
本
線
の
レ
ー
ル
ま
で
押
し
て
行
き
、
ワ

イ
ヤ
ー
に
引
っ
掛
け
て
斜
道
を
引
き
上
げ
ら
れ
、
地
上
の
「
ヤ

グ
ラ
」
上
で
回
転
さ
れ
、
中
の
石
炭
が
無
蓋
貨
車
に
あ
け
ら
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

炭
車
を
ヤ
グ
ラ
上
で
ワ
イ
ヤ
ー
か
ら
外
す
係
を
私
の
班
の
増

田
上
等
兵
が
や
っ
て
い
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
な
劣
悪
な
食
糧

事
情
で
体
の
動
き
が
鈍
く
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
を

外
す
た
め
腰
を
曲
げ
て
後
退
し
て
い
て
ワ
イ
ヤ
ー
が
外
れ
ず
、

そ
の
ま
ま
炭
車
に
挟
ま
れ
頭
部
骨
折
で
即
死
し
て
し
ま
っ
た
。

我
々
は
報
を
受
け
て
急
行
し
て
み
る
と
、
両
耳
か
ら
血
が
出
て

い
る
だ
け
で
眠
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
東
京
出
身
者
で
、

生
前
東
京
の
大
空
襲
で
肉
親
が
全
滅
に
な
っ
た
と
話
を
し
て
い

て
「
日
本
に
帰
っ
て
も
だ
れ
も
い
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
が
か



わ
い
そ
う
な
こ
と
を
し
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
友
の
悲
劇
を
見
て
、
我
々
の
今
後
の
運
命
に

思
い
を
い
た
し
な
が
ら
、
在
ソ
二
年
間
の
不
法
就
労
の
日
々
を

送
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。




